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１．原著の刊行と仮翻訳の経緯 
 原著Educational Progressivism, Cultural Encounters 
and Reform in Japanは，編者の山﨑洋子教授・久野弘幸教

授が中心となり，英国ケンブリッジ大学名誉教授のカニンガ

ム博士からの多大な研究的支援を得て，2017年に刊行された。

現在は電子版もある。ラウトリッジ社のProgressive 
Education: Policy, politics and practiceシリーズ（監修者: 
Catherine Burke, Jane Martin）の第１巻である。表紙は，

教科書写真等でも著名な名畑文巨によるもので，桜が咲きほ

こっている校庭に，制服ではない子どもたちがいきいきと走

っており，奥には伝統的な形の校舎がある。日本教育史を少

し学んだことがある人は，この表紙からさまざまな歴史を想

起するであろうし，日本の学校についてほとんど知らないと

いう人も，典型的な学校風景を知ることができる。 
刊行に向け，合宿研究会を含む複数回の研究会をもち，日

本の進歩主義教育，新教育，草の根の教育に関する刺激的な

議論が行われた。その一方で，日本の教育史，制度，文化に

ついてほとんど知らない読者を想定して，限られた紙幅で，

何こそ伝えるべきかとの吟味も合わせて行われた。執筆当時

の最先端の研究成果をふまえて書くこと，しかしそこに照準

を合わせすぎずに，基本的な内容をしっかりと書き込んでい

くことの難しさは常にあった。ラウトリッジ社からの査読結

果をふまえ，各章の内容を吟味していくだけでなく，年表，

学校階梯図，人物紹介，地図などについても，何を載せるべ

きかについて，複数回に渡って集団的吟味を加えた。 
個人的な経験を書くことをお許し頂ければ，兵庫，静岡，

愛知，東京と各地で開催された研究会で，直接顔を合わせて

日本の多様な教育について議論し，日本語読者以外に伝える

ために書く，という作業は，知的な好奇心や冒険心に満ちた

ものであった。筆者は執筆メンバーの中で若手の一人であり，

他の執筆者が惜しげもなく見せて下さる圧倒的な知識と貴重

な資史料の中で，この歴史を学ぶ面白さを，読者にも伝えた

いと強く願ったことを覚えている。 
本書を日本の研究者に紹介すると，日本語版の有無を質問

された。刊行から４年経過し，日本の教育の歴史・制度・文

化をこれから学ぶ人を想定した内容であることから，日本語

への翻訳は少し迷ったものの，英語での研究成果公開を検討

する日本の新教育・進歩主義教育研究者にとって参考になる

点も大きいと判断し，一部の仮翻訳に挑戦することにした。 
2021年度「教育方法学特論演習1・2」において，受講生

に本書の一部翻訳に挑戦してみたい旨を伝えると，積極的に

参加を表明してくれた。本書のフレームワークが示されてい

る序章，日本の進歩主義教育の起源と概要について書かれた

１章に加え，日本の新教育の中心の１つであり，戦前の取り

組みの一つの特徴を見ることができる木下竹次と奈良女附小

（現奈良女子大学附属小学校）の第２章を訳すこととした。

なお，大村はまに関する第９章は，原著者によって日本語訳

（西岡2018）が公開されている（オンラインアクセス可）。 
仮翻訳にあたって，和文献からの引用についてはできる限

り原典を確認し，記載通りに記述した。ただし，旧仮名づか

いは現代仮名づかいに改め，踊り字のうち「々」以外は文字

に置き換えた。旧字体漢字については，新字体に改めたもの

がある。難読とみられる漢字は，適宜ふりがなを付した。 
 

２．原著の構成 
 原著を参照しながら仮翻訳を見て頂きたい。以下に原著の

構成を示す（末尾の数字は冒頭ページ）。 
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３．仮翻訳担当者・協力者 
仮翻訳の分担は以下の通りである。序章：青井郁美（人間

発達環境学研究科・博士課程前期課程）・横田慧（同）。第１

章：今西尚子（同）・花山陸（同）・松山聖奈（同）。第２章：

津阪菜名（国際文化学研究科・博士課程前期課程）・俣野源晃

（人間発達環境学研究科・博士課程前期課程）・今井智惠（同・

研究生）。監訳：川地亜弥子（同・准教授）。 
各章の担当者内での複数回に渡る検討と，訳者全員での検

討を繰り返し，当時の学校がおかれた歴史的文脈を理解しな

がら，協働的に訳出することに努めた。訳者からは，歴史を

学び直すことができた，他の訳書を読む際に原文を想像・確

認し批判的に読むようになった，翻訳にむけてより主体的に

読むことができた，などの語りがあった。 
仮翻訳については，原著者からメール及びオンライン会議

でご助言を頂いた。山﨑（2022）の成果をご教授頂き，訳語

を確定することができた。香川せつ子教授からは，グッドマ

ン博士の研究成果に関する貴重な論考の提供を受けた（グッ

ドマン2017a，2017b，2017c，2020，髙橋2017，山﨑2017，

香川2017，金沢2017，並河2017）。 
 訳出部分の直後に主たる訳者の氏名を明記している。すべ

ての日本語仮翻訳の最終的な責任は川地にある。読者諸賢の

忌憚のないご意見をお寄せ頂ければ幸いである。 
 
補注 

１）仮翻訳の本紀要における公開に関しては，ラウトリッジ

社からの許可を得た（PLSclear Ref No. 58438）。 
２）本仮翻訳は科研費17K04549の助成を受けたものである。 
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